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1 P-49　　　　非イオン界面活性剤のチオシアン酸コバルト法による定量

　　　　　　　－アニオン界面活性剤の影響－

　　　　　　　○塚田恭子＊　生野晴美＊＊　（＊東京学芸大・院、＊＊東京学芸大）

　【目的】合成洗剤の生分解試験では、非イオン界面活性剤について、アニオン界面活性斉ﾘ

が共存する場合はこれを分離して試験に供し、ポリオキシエチレン系はチオシアン酸コバ

ルト法で定量するとしている。しかし、非イオン界面活性斉ﾘは環境中でアニオン界面活性

剤と共存して生分解されることから、本研究では、チオシアン酸コバルト法（JIS K 3363）

による定量に及ぼすアニオン界面活性剤の種類と濃度の影響を検討した。

　【方法】非イオン界面活性剤はヘプタオキシェチレンドデシルエーテル（ＨＯＥＲ）を、

アニオン界面活性剤はSDS、ＬＡＳ、オレイン酸ナトリウム（ＯＳ）の３種を使用した。

ＨＯＥＲの20 ppm水溶液にSDS、ＬＡＳ、ＯＳをO～100 ppm添加し、ＨＯＥＲとコ

バルトチオシアン酸アンモニウムがつくる複合体をベンゼンで抽出して吸収スペクトルを

測定し、322 runの吸光度からＨＯＥＲ濃度を求めた。

　【結果】ベンゼン層の分離状態は共存するアニオン界面活性剤によって異なり、ＯＳ系で

は良好であるが、ＬＡＳ系では１時間を要し、SDS系では若干の濁りが残留して吸光度

の補正が必要であった。アニオン界面活性剤の濃度増加にともない、吸光度はＯＳ系では

微増、ＬＡＳ系ではほぼ比例して増加、SDS系では20 ppmの極大をへて減少した。ア

ニオン界面活性剤を５倍まで共存させた場合、ＨＯＥＲ濃度には、ＯＳ系では約6％、Ｌ

AS系では20%、SDS系では±15%の変動が生ずることが明らかになった。

I P-50 大気環境中の微小粒子の挙動について　－PM2.5および粒子状炭素－

○中山栄子゛伊瀬洋昭・*　保月さおり・　佐藤豊ｔ　中島利誠*

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（*昭和女大、“都立産技研）

【目的】浮遊粒子状物質（SPM)は健康への影響面から最も憂慮される大気汚染物質のひとつで

ある。SPM の47.7%を占めるのが自動車（主にディーゼル車）からの排気粒子であることから、幹

線道路付近の生活環境におけるSPM 一時間値の測定を試みた。

　【方法】国道246号線と首都高速の沿道に位置する昭和女子大学キャンパス構内で、平成11年12

月25日から平成12年１月12日までの19日間､β線吸収法を用いて微小粒子濃度を､熱分離－NDIR

法を用いて炭素成分濃度を１時間毎に測定した。炭素成分の測定は、捕集後SPMをハロゲンランプ

炉内で350℃及び750℃に維持し、発生した二酸化炭素濃度をNDIRで計測することにより、有機性

炭素と元素状炭素の濃度を計測す

る方法を用いた。

　【結果】NDiR 法の測定結果を右図

に示す。β線吸収法で測定した

99/12/26から00/01/12までのPMo.

日平均濃度は米国環境基準値(年平均

値15μg/m^)を　1.9倍近く上回って

おり、１時間値の最高値は109μg/m'

にも達した。

トータルカーボン濃度の日変化(99/12/26-00/01/12)
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